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前回の課題

• あるコンビニでは、300円で仕入れた弁当を
500円で販売している。過去の売上データは
表の通りであり、今後の需要は変わらないと
仮定する。この場合、利益を最大化する最適
な仕入量はいくらか。

• また、売れ残った弁当を翌日200円で販売す
る （売り切る） ときの最適な仕入量を求めよ。
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個数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

日数 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ３ ５ ４ ２ ２ ０



新聞売り子問題における最適発注量

• １個当たりの利益Ｐと損失Ｌに対し、利益率ｋ
を定める：

• そのとき、最適発注量ｘは
F(x-1)≦ ｋ ≦F(x)

を満たすｘである。ただし、F(xj)=p1+…+pj
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個数 ｘ１ ｘ２ … ｘｎ

確率 ｐ１ ｐ２ … ｐｎ

需要分布 F(x) ｐ１ ｐ１＋ｐ２ … １

ｋ＝
Ｐ＋Ｌ

Ｐ



解説(1)

• 新聞売り子問題として考える。

– １個当たりの利益Ｐは、500-300=200(円)

– １個当たりの損失Ｌは、仕入れ価格の300(円)

• だから、利益率ｋは

• よって、最適発注量は９個である。
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個数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

日数 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ３ ５ ４ ２ ２ ０

F(x) ０ ０ ０ ０ ０ .05 .10 .20 .35 .60 .80 .90 1 1

ｋ＝
Ｐ＋Ｌ

Ｐ
＝

200＋300

200
＝ 0.4



解説(2)

• 売れ残った弁当を翌日200円で販売すると、
１個当たりの損失Ｌは300-200=100(円)に
抑えられる。

• だから、利益率ｋ’は

• よって、最適発注量は10個である。
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個数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

日数 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２ ３ ５ ４ ２ ２ ０

F(x) ０ ０ ０ ０ ０ .05 .10 .20 .35 .60 .80 .90 1 1

ｋ’＝
Ｐ＋Ｌ

Ｐ
＝

200＋100

200
＝ 0.67



今回の授業内容

• 第23回授業
「在庫管理」

– 連続データに対する新聞売り子の問題
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連続データに対する新聞売り子問題

• 単位量当たりの利益Ｐと損失Ｌに対し、
利益率ｋを定める：

• そのとき、需要分布関数F(x)に対し、
最適発注量ｘは

F(x)＝ｋ
を満たすｘである。
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例題

• ある装置を使うと、１kWhあたり15円で発電で
きる。その電力を１kWhあたり20円で販売する。
電力の需要分布関数 F(x)が

で与えられているとき、利益を最大化する発電
量はいくらか。
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解法

• 新聞売り子問題として考える。

– 単位量当たりの利益Ｐは、20-15=5(円/kWh)

– 単位量当たりの損失Ｌは、発電費の15(円/kWh)

• だから、利益率ｋは

• よって、最適発電量は F(x)=k を満たすx、
すなわち 50kWh である。
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なぜ、最適発注量が決まるのか？

• 利益は

– 単位量当たりの利益Ｐ

– 単位量当たりの損失Ｌ

を使って、

と表すことができる。
ただし、F(x)は需要分布関数である。
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微分の応用

• 最大値を求めるためにG(x)を微分すると、

したがって、

のとき、利益は最大値を取る。
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まとめ

• 在庫管理

• 連続データに対する新聞売り子問題

– 利益率から最適発注量を求める
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課題

• ある店では、１リットル当たり400円でワインを
仕入れ、1リットル当たり1000円で量り売りし
ている。その店のワインの需要分布関数F(x)
が

（０≦ｘ≦100）
であるとき、利益が最大となるワインの発注量
を求めよ。ただし、売れ残ったワインは処分す
るものとする。
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次回の予定

• 第24回 「待ち行列」

– 日時： ２００８年１２月 ５日（金）

– 場所： ８４５教室
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授業・期末試験の予定

月 日 （曜日） 備考

第25回 12月 12日 （金） 講義

第26回 12月 19日 （金） 講義

第27回 12月 24日 （水） 講義 （曜日振替）

第28回 1月 9日 （金） 講義

1月 16日 （金） ※センター試験準備

第29回 1月 23日 （金） 補講

第30回 1月 30日 （金） 期末試験
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